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は じ め に

鳥取 県 に お い て ， ス イ カ の ウイ ル ス 病 に よ る 被害 は 少

な く な い。 な かで も 緑斑モ ザ イ ク病， え そ 斑点病 (佐古

ら ， 1996) に よ る 果 実異常症状 に よ る 被害.は 大 き かっ

た 。 我 が国 に お け る 緑斑 モ ザ イ ク病 の 発 生 は， 1968 年

の こ と で あ っ たが， 鳥 取 県 で は 過 去 に 1975 年お よ び

1989 年の 2 回 の 発生 と 被害 が 見 ら れ た 。 突発的 に 発生

し ， 第一次伝染 は種子伝染， 土壌伝染 に よ る が， 汁液伝

染， 接触伝染が容易 で二次伝染 に よ る ま ん延拡大 と 被害

が大 き い た め 早急な 防除対策が必要 であ っ た 。 ま た ， 果

実内部の 異常症状の原因 と し て え そ 斑点病 に よ る 被害 も

明 ら かに な り， 生産現場 で は 果実 の 被害 を 防止す る ため

に 苦慮 し て い る 。

こ れ ま で， 産地の風評被害 に 配慮 し ， 発生実態調査，

防除等 に つ い て 筆者 ら の対応 し た 試験 デー タ の詳細 は ，

公表 さ れ る こ と は な かっ た が， こ こ で経過 を 記 し て種子

伝染性 と 考 え ら れ， 突然 に 発生 し て 問題 と な る 病害 に対

す る 対応策の参考 と し て 紹介す る 。

I 緑斑 モ ザイ ク 病の発生 と 防除

1 発生実態

鳥取 県 内 で 1 975 年の初発生以来， ま っ た く 発生 を み

な かっ た ス イ カ 緑斑 モ ザ イ ク病の発生が再び確認 さ れた

の は， 1989 年の こ と で あ っ た 。 4 月 下旬， 1 枚の ス イ カ

葉が試験場 に 持 ち 込 ま れ た 。 葉の斑紋， モ ザ イ ク症状 を

見 る や， 緑斑モ ザ イ ク病 で は な い かと 直感 し た 。 電子顕

微鏡 に よ る 診断 に よ りウイ ル ス 粒子が確認 さ れ， 抗血清

に よ る 診断， 生物検定等 に よ りキ ュ ウリ 緑斑モ ザ イ クウ

イ ル ス (Cucumber green mottl巴 mosaic tobamovir. 

us = CGMMV) で あ る と 同定 し た 。

こ の 時期 に は ス イ カ の す べ て の作型で定植が完了 し て

い た 。 た だ ち に 対策会議が設 け ら れ， 本圃での 防除対策

が検討 さ れ た 。 的確 な 防除対策 に は ， 正確で迅速 な診断
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法が求 め ら れた こ と から ， 毎 日 持 ち 込 ま れ る 診断依頼試

料 に つ い て ， ト ラ ッ プ法 に よ る 免疫電顕法が有効な こ と

から ( 四 方 ら ， 1978) ， す べ て 本 法 に よ る 診断 を 行 っ た 。

ウイ ル ス 抗 血 清 は ， 日 本 植 物 防 疫 協 会 から 購 入 し た

CGMMV- ス イ カ 系 の ポ リ クロ ー ナ ル抗体 を 用 い た 。

そ の 結果 を 表一 l に 示 し た 。 再発 の 当 年， 1989 年に は

338 個体 の う ち 35 . 3% に 当 た る 120 個 体 から CGMMV

が検出 さ れた 。 検定部位別 に 見 る と ， 葉の 1 0 1 検定試料

から は 44 試料， 43 . 6% の 高 率 の 検 出 率 で あ っ た 。 果 実

は 6 月 から 8 月 ま で収穫期 の 試料が， 選果場で打音異常

の あ る 果 実 と し て 237 伯| の 診 断 試料 が 持 ち 込 ま れ， 76 

個， 32 . 1 % の果実 から CGMMV が検出 さ れた 。

1990 年の発生 は 前 年に 比 べ て 減少 し た が， 5 月 から 7

月 ま で に 葉お よ び果実の検定 数 は 187 個体 に 達 し た 。 こ

の う ち ， 39 個体， 20 . 9% から CGMMV が検出 さ れた 。

再発 2 年目 に も CGMMV の 発生 は 引 き 続 い て 見 ら れ，

依然 と し て 産地ス イ カ の 重要病害 と な っ て い た 。

発生 2 年目 に お い て も 第一次伝染源 と し て 種子 の 汚染

が示唆 さ れ， 感染苗が本圃 へ植 え 付 げ ら れた と 考 え ら れ

た 。 す な わ ち ， 初発生 を 確認 し た ハ ウス 栽 培 ス イ カ で

は ， 前 年本病未発生圏場 で あ り， 前作 に ホ ウレ ン ソ ウの

表 - 1 ス イ カ 診断依頼試料の キ ュ ウ リ 緑斑 モ ザ イ ク ウ イ ル ス 検
定結果

J問句、 果実
年次 月 検定 CGMMV
月IJ 1m 数 検出数 検定 CGMMV 検定 CGMM V

数 検出数 数 検出数

1 989 5 22 1 6 (72 . 7) 2 1 1 6 (76 . 2 ) 。 ( 0 ) 
6 69 24 (34 . 8) 40 1 4 (35 . 0) 29 1 0 (34 . 5) 
7 232 72 (31 . 0) 40 1 4 (35 . 0) 192  58 (:30 . 2 ) 
8 15  8 (53 . 3) 。 。 ( 0 ) 15  8 (53 . 3) 

ぷE弘I 弓�.， :338 1 20 (35 . 5) 1 01 44 (43 . 6) 2:37 76 (32 . ] )  
1990 5 103 23 (22 . 3) 103 23 (22 . 3) 。 。 ( 0 ) 

6 1 5  2 ( J 3 . 3) 。 ( 0 . 0) 1 4  2 ( J 4 . 3) 
69 1 4 (20 . 3) 4 。 ( 0 . 0) 65 1 4 (2 1 . 5) 

合計 187 39 (20 . 9) 108 23 (2 1 . 3) 79 1 6 (20 . 3) 

1991  5 1 (25 . 0) 4 1 (25 . 0) 。 () ( 0 . 0) 
6 1 2  3 (25 . 0) 。 。 ( 0 . 0) 1 2  3 (25 . 0) 
7 1 7  1 ( 5 . 9) 。 。 ( 0 . 0) 1 7  1 ( 5 . 9 ) 

合計 33 5 ( J 5 . 2 ) 4 1 (25 . 0 ) 29 4 ( J 3 . 8) 

注) 表中 ( ) 内 の 数字 は検出比率 ( % ) を 示 す .
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栽培が行わ れ， ホ ウレ ン ソ ウ播種直前 に 臭化 メ チ ル に よ

る 土壌消毒が行わ れ て い た 圃場での発生 で あ り， 育苗床

は徹底 し て 防除 さ れ て い た 。

1991 年5 月 から 7 月 ま で の ス イ カ の 診 断依頼件数 は

33 個体 と ， 過去 2 か年に 比 べ て 大幅 に 減 少 し た 。 こ の

う ち 葉の I 個体， 果実の 4 個体の合計 5 個体， 15 . 2% か

ら CGMMV が検出 さ れ た 。 県 内産地の 発生 は l 町村 だ

げ と な り急激 に 減少 し た 。 そ し て ， 次 年度以降 から 今 日

ま で， 緑斑モ ザ イ ク 病の 発生 を認 め て い な い。

2 作型と病徴

鳥取県 の ス イ カ 栽培 は ， ハ ウス お よ び大型 ト ン ネ ル栽

培の促成栽培で は 3 月 上旬から 下旬に 定植， ト ン ネ ル早

熟栽培で は 中 型 ト ン ネ ル栽培， 小型 ト ン ネ ル 栽培 が あ

り， 3 月 下旬から 4 月 中旬ま で の 期 聞 に 定植す る 。 ハ ウ

ス 栽培 は全栽培面積体の 30% を 占 め ， 6 月 上旬から の収

穫 と な る 。

ハ ウス ， ト ン ネ ル栽培 に お い て 4 月 下旬頃 から ， 展開

後間 も な い若葉で は ， 淡緑色~黄色 の退色斑 を 生 じ ， モ

ザ イ ク 症状 と な り， 緑色部 は 表面 に 突 出 し て ， 葉縁 は上

方 に 巻 き 上がり， 葉片がやや細 く な っ た 。 成葉で も 淡緑

色 と 緑色 と の モ ザ イ ク 症状 と な り， 緑色部分がやや表面

に盛り上がり， 葉縁が ス プー ン状 に 巻 い て い た ( 口 絵参

照) 。

収穫期 7 月 の 高温期 に な る と 茎葉 から 症状 を判定す る

の は 困難 と な り， 診断依頼試料 も 果実 に 集 中 し た 。 果 肉

は コ ン ニ ャ ク 状 に 軟化 し ， に ど っ て い て 鈍 い打音の異常

と し て 選別 さ れ， 診断依頼 に 持 ち 込 ま れ た 。

果 肉 で は 種子の周辺が暗紫赤色の油浸状 に な り， 種子

の ま わ りが空洞 と な る ( 口 絵参照) 。 果 実 の 中 心部 で は

繊維質が黄色 と な っ て ， 果 肉 内 に す じ状 に かた ま り， 症

状がす す む と ， そ の変色 し た 部分 は 軟化溶解 し た 。

3 病原 ウ イ ル ス の性質

1990 年5 月 に 鳥 取 県 中 部 の ス イ カ 圃 場 から 採集 し た

CGMMV 病葉 を 接種源 と し て 用 い， 判 別 植物 に 汁液接

種 を 行 っ た 。 判別植物 は 7 月 から 9 月 に かけ て ガ ラ ス 室

内 で栽培 を 行 い ， 接種葉 と 上薬の病徴 を 観察 す る と と も

に ， 試料 を 採取 し て メ ロ ン に 接種あ る い は免疫電顕法 に

よ っ て CGMMV 粒子 を 確認 し た 。

判別植物 に 対 し て ， ス イ カ ， ユ ウガ オ ， メ ロ ン ， キ ュ

ウり に は モ ザ イ ク 症状が現れ， ウイ ル ス 感染が確認 さ れ

た 。 D. stramonium に 無病徴感染 し た こ と から ， キ ュ

ウリ 系 と は 異 な っ た が， C. amaranticolor に 感染せ ず，

接種葉 に 退緑J性の 局部病斑 を 生 じ な かっ た こ と から ， ス

イ カ 系 と は 完全 に 一致す る 結果 と は な ら な かっ た 。

し かし ， 分離株 に 対す る 2 種 の 抗血清， CGMMV- ス

イ カ 系 (CGMMV-W) お よ び キ ュ ウリ 系 (CGMMV­

C) の反応 を調査 し た 結果， キ ュ ウリ 系抗血清 に 対 す る

反応 は弱 く ， ス イ カ 系 の 抗血清 に は よ く 反応 し た 。 さ ら

に ， 外被 タ ン パ ク 質遺伝子の塩基配列 の 解析 から は ， 既

報 (WAN(;， 1993) の CGMMV-W の 塩基配列 と 完全 に

一致 し て い た こ と から ( 田 平 ら ， 1997) ， 鳥 取 県 で分離

さ れた CGMMV は ス イ カ 系 で あ る と 考 え ら れた 。

4 ウ イ ル ス検定法

ス イ カ CGMMV 検定 に つ い て 検 出 精度 の 高 い 免疫電

顕法 に よ る 診断 の他 に ， 大量検定 は 困難 で あ る が， 生産

現場での検定 に 適 し た ス ラ イ ド 法， あ る い は一度 の 大量

検定 に適 し ， 効率的な DlBA 法 の 実 用 化 を 図 っ た 。

( 1 ) ウイ ル ス 抗血清の作製 と ス ラ イ ド 法

ス イ カ の CGMMV の 簡 易 診 断 の た め ウイ ル ス の 純

化 ・ 抗血清の作製 を 行 い ， 抗血清利用 に よ る 診断 を 試み

た 。 ヒ ツ ジ (サ ホ ー ク ) から 力 価 2 ， 048 倍 の 抗 血 清 を

230 ml と 大量 に 得 る 機会 が 得 ら れ た の で， 多 く の 抗 血

清 を 必要 と す る も の の ， 簡便で あ る ス ラ イ ド 法 の 実用性

に つ い て 検討 を 行 っ た 。 そ の結果， ス イ カ の病葉 ま た は

病果実 の汁液 を 2�3 滴， ス ラ イ ド グ ラ ス 上 に 滴下 し ，

作製抗血清 の 10 倍希釈液 2�3 滴 と 混合 し て 室温 で 1�

2 分後 に は粒状凝集物が 肉 眼 で判 別 で き た 。 特 に ， 病葉

に比べて 病果実で判定が容易 で あ っ た 。

ス ラ イ ド 法 に よ る 簡易検定 は 実 用 可能 と 判断 さ れた の

で， 現地で適用 し た 。 ま た ， 今後の発生 に 対 し て も 生産

現場での本法の実用化 を 考 え て い る 。

( 2 ) DlBA 法

比較的操作 が簡 単 で 検 出 精度 の 高 い DlBA 法 に よ る

検 出 に は， ヒ ツ ジ か ら 作 製 し た 抗 血 清 の 一 次 抗 体

2 ， 000�3 ， 000 倍希釈液， 二次抗体 に は 抗 ヒ ツ ジ IgG ウ

サ ギ IgG (J ackson 社製) 2 ， 000 倍希釈液 を 用 い る の が

適 し て い た 。 こ の 条 件下 で ス イ カ 病 葉 の 10-4 お よ び病

果実の 10-3 倍希釈 ま で検出 可能 で あ っ た 。

し かし な が ら ， 産地ニ ー ズ に 対応 し た 検定法 は ， 毎 日

診断依頼 に 持 ち 込 ま れ る 数 点 の 検定 試 料 を 迅速 に 判 定

し ， 結果 に 応 じ て 圃場 の対応 を 早急 に 決 め る 必要が あ っ

た 。 そ の た め ， DlBA 法等 の 方 法 は有用 と は な ら な かっ

た 。 こ れ ら の 方 法 は ， 果 実 の 異常症状 の 原因解明 の た め

に 凍結保存試料 に つ い て 再度検定 に 用 い る 場合 に 極 め て

有用 で あ っ た 。

5 防除対策

防除 に は こ れ ま で明 ら かに さ れ た 防除対策 を 徹底 し た

が (長井 ら ， 1974 ; 深津， 1 969) ， 特徴的 な 産地の 取 り

組み に つ い て 以下に 記 し た 。

( 1 ) 診断体制 の整備
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早期診断， 早期防除の た め に各地区の ス イ カ 指導員 を

総動員 し て 現地 の 発生実態 を 調査す る と と も に ， す べ て

の生産闘場 の 一筆 ご と の 発生調査 を 実施し た 。 疑 い の あ

る 茎葉， 果実 は す べ て 免疫電顕法 を 用 い て検定 し た こ と

で， 毎 日 多大 な労力 を 必要 と し た 。 そ こ で， 病害虫防除

所， 農業改良普及所， 経済連， 農協等 から 試験場 に 補助

人員 を 配置 し 診断体制が整 え ら れた 。

ス イ カ 緑斑モ ザ イ ク 病 は果実への被害が大 き い こ と か

ら ， 出荷 を 直前 に し た産地ス イ カ に 悪 い イ メ ー ジ を与 え

な い よ う に情報発信源 を 試験場 に 一元化 し て 風評被害へ

の細心の注意が払わ れ た 。 さ ら に ， 園場 レ ベル での ウイ

ル ス 診断の徹底 と 選果場 に お い て 厳密な選果， 病果の診

断 と 病果の徹底除去 を行 っ た こ と で， 市場 から の ク レ ー

ム も な く 出荷の混乱は避 け ら れた 。

( 2 ) 種子消毒

第一次伝染 は 主 に ス イ カ お よ び台木用 ユ ウガ オ の種子

な ら び に 土 壌 から 起 こ る 。 種 子 伝 染 防 止 に は 種 子 を

700Cで 3 日 間乾燥処理 す る こ と を 徹底 す る よ う に 要 請

し ， 県 内代表者が種苗業者の現地へ出 向 い て 実施状況 を

確認 し た 。

( 3 ) 耕種的防除

緑斑モ ザ イ ク 病 は， 接触 ま た は 汁液 に よ っ て伝染す る

性質が強 い の で， 早期発見 に 努 め ， 擢病株 は た だ ち に 取

り除 い て焼却す る こ と と な っ て い る 。 し かし ， 具体的 に

発病株 から ど の程度 の範囲 ま での株 を 除去す る 必要があ

る の か不明 で あ っ た 。

そ こ で， 5 月 上旬の 交配， 整枝， 摘果作業等 を 終 え ，

果実肥大期 を迎 え た ハ ウス 栽培 ス イ カ に お い て ， モ ザ イ

ク 症状株 に 隣接 し た 6 株 ま での 葉 を 採取 し ， ウイ ル ス 検

定 を 行 っ た 。 そ の結果， モ ザ イ ク 症状の 見 ら れた 株 に 隣

接 し た 連続す る 3 株 から ウイ ル ス が検出 さ れた (表-2) 。

ま ん延 を 防 ぐ た め に は 発病株 を 中心 に 連続す る 7 株 を 引

き 抜く 必要 が あ っ た 。

そ の 際， 擢病株 を た だ ち に 取 り除 く と ， 茎葉の 繁茂 し

た状態で健全株 と の接触 に よ り後 日 に 発病が見 ら れ る こ

と が時折あ っ た 。 そ こ で， 発病株 を 引 き 抜 き ， そ の ま ま

表 - 2 緑斑モ ザ イ ク 病株 に 隣接す る 株の CGMMV 保議検定結果

圃 調査株の位置
場
別 6 5 3 2 発病株 2 3 5 6 

1 一 一 + ー + + ++ 十+ + +  

2 十 + + +  ++ + ++ 
3 + + + +  + +  + 

注) - : 陰性. + � ++ 免疫電顕法 に よ る 検出 ウ イ ル ス 数の 少
~多.

放置 し た 後， 茎葉の 枯死 し た 状態 で株 を 圃場 から 持 ち 出

す こ と を 指導 し た 。

発病圃場の跡地対策 に は ， 2 年聞 は ス イ カ ， メ ロ ン な

どの作付 け を 禁止 し た 。 実際 に は ウリ 類の連作 を 回避 す

る た め に ， 畜産農家 の 牧草地 と の 土地利用 交換 を 行 っ た

例が多 かっ た 。

( 4 ) 薬剤防除

1989 年の 発生 で は ， 県 内 栽培面積 808 ha の う ち ， ス

イ カ 連作予定圃場の約 25 ha で臭化 メ チ ル 剤 に よ る 土壌

消毒が実施さ れ た 。 ま た ， 育苗ベ ッ ト ， ポ ッ ト な ど も 殺

菌消毒 し た 。 こ れ ら の薬剤防除資材費等 を 生産者 へ補助

す る こ と が議決 さ れた地域 も あ っ た 。

以上の よ う な徹底防除 に よ り， 発生 は 3 か年で ま っ た

く 見 ら れず， 難防除病害 を 短期 間 で鎮静化 す る こ と がで

き た 。

H そ の他の果実異常症状の原 因 究 明

緑 斑 モ ザ イ ク 病 が 発 生 し た 1989 年 当 初 か ら ，

CGMMV が検 出 さ れ な い に も かかわ ら ず， 果 実 の 内 部

が異常 な も の が多 く 見 ら れた 。 ま た ， 緑斑モ ザ イ ク 病が

根絶 さ れ た 後 に も 果 肉 劣変 等 の 果 実 異常症状が見 ら れ

Tこ o
そ こ で， CGMMV 非感染 で， 果皮内部の 黄褐色壊死，

果肉の水浸症状果実 に つ い て ウイ ル ス 検定 を 行 い ， ウイ

ル ス 感染 の 影響 を 調査 し た 。

1 発生実態

果実の採集個体 は 1 993， 95， 97， 98 年お よ び 99 年の

5 か年間の う ち で， 6�8 月 に 採集 し た 果実異常症状個体

を - 200Cで凍結保存 し て 用 い た 。

ウイ ル ス 抗血 清 は ， 作 製 し た MNSV-W ( メ ロ ン え

そ 斑点 ウイ ル ス の ス イ カ 分離株) 抗血清， お よ び 日 本植

物防疫協会 から 購入 し た CMV ( キ ュ ウリ モ ザ イ ク ウイ

ル ス ) 普通系， WMV 2 ( カ ボ チ ャ モ ザ イ ク ウイ ル ス ) ， 

ZYMV ( ズ ッ キ ー ニ 黄斑 モ ザ イ ク ウイ ル ス ) の 各抗 血

清 を 用 い た 。

ウイ ル ス 検定 は 免疫電顕法 を 用 い ， CVC 法 (大木，

1 997) に よ り試 料 を あ ら か じ め 調 整 し た 。 さ ら に ，

CMV お よ び MNSV-W は DIBA 法 に よ り， WMV 2 

お よ び ZYMV は ELISA 法 に よ り検定 し た 。

5 年間の採集果実試料 299 個体の検定結果 を 表 3 に 示

し た 。 果実異常症状 は ウイ ル ス の 単独感染 に よ る 割合が

高 く ， そ の な かで MNSV-W は 173 個 体， 57 . 9% の 高

率で あ っ た 。 つ い で， CMV は 79 個 体， 26 . 5% で あ っ

た。 WMV 2 は 7 個体， 2 . 3% の 低率 で あ っ た 。 ZYMV

は検出 さ れ な かっ た 。

一一一 12 一一一
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果実異常症状個体か ら 分離 さ れ る ウ イ ル ス の種類 ( 1993�99)表 - 3

CMV 
+ WMV 2 

MNSV 
+ WMV 2 

MNSV 
+ CMV 

不明

1 993 年
1995 年
1 997 年
1 998 年
1 999 年

ワ白

qd

Fa

d-

円zt

ハυ

nυ

qJ

'i

qJ

ハリ

'i

n4

qrM

内J

ハυ

'ー

のυ

・1

qL

WMV 2 

れHv
nF“
nH"
・・A
an噌

CMV 

F句u
n‘u
qもu
nHU
nxu

。，u
'l
nd

MNSV 

-EA

円，・

nud

n4d

内4d

'i

qδ

'i

'q

po

 

検定果数

18 
47 
52 
62 

120  

年次別

2 1  
7 . 0  

7 
2 . 3  

8 
2 . 7  

4 
1 . 3  

7 
2 . 3  

79 
26 . 4  

1 73 
57 . 9  

299 合 計
比率( % )

注) M NSV : メ ロ ン え そ 斑点 ウ イ ル ス ー ス イ カ 分離株， CMV : キ ュ ウ リ モ ザ イ ク ウ イ ル ス ，
WMV 2 : カ ボ チ ャ モ ザイ ク ウ イ ル ス .

ス イ カ の ウイ ル ス 病の 防 除 に は 早期診断， 早期防除が

基本で あ り， 簡易 な診断法が必要 と な る 。 緑斑モ ザ イ ク

病， え そ 斑点病 に 対 し て 簡 易 RIPA 法 等 の 実 用 化 も 試

み た が (佐古 ら ， 1998) ， そ の 後果実試料で判 定 困 難 な

例が見 ら れた こ と から ， 生産圃場， 選果場 で の 全面 的 な

実用化 に は 至 っ て い な い 。 簡易診断法 の 改善， 実用 化 が

必要であ る 。

種子伝染性の ウイ ル ス 病 で あ る 緑斑 モ ザ イ ク病 な ど，

生産地で突発的 に 発生 す る 病害 に つ い て は ， 第一次伝染

源 と し て 種子の汚染が考 え ら れ る 。 種子生産 に お け る 原

種， 原々 種， 採種 な ど各段階で の 種子消毒の徹底， 観察

チ ェ ックが必要で あ り， クリ ー ン種子生産技術の 開発が

望 ま れ る と こ ろ で あ る 。

明 ら かに す る 必要 が あ っ た 。

わお
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MNSV-W， CMV， お よ び WMV 2 の 重複感 染 に よ

る 果実被害 は 1 . 3�2 . 7% の低率であ っ た 。

2 ス イ カ え そ 斑点病

葉 に 壊死斑点が見 ら れ， 打音の異常な果実 の う ち ， 果

実内部は黄褐色の え 死 塊が認め ら れ， 果 肉が水浸状， ス

ポ ン ジ状 お よ び空洞 と な る ( 口 絵参照) 。 そ の 病原 ウイ

ル ス は， こ れ ま でス イ カ で は 未報告の メ ロ ン え そ 斑点 ウ

イ ル ス (Melon necrotic spot carmovirus = MNSV) に

よ る も の で あ り， 本病 を ス イ カ え そ 斑点病 と 命名 し た

(佐古 ら ， 1 996) 。

ス イ カ から 分離 さ れ る MNSV は， メ ロ ン 分離株 と は

寄生性 と 病徴 を 異 に す る 1 系統 と 考 え ら れた 。 ま た ， 血

清学 的 に も メ ロ ン 系 統 と は 明 ら かに 異 な る 系 統 で あ っ

た 。

3 病原 ウ イ ル ス と果実症状

果実病徴 と ウイ ル ス の 種類 の 関係 を 見 る と ， MNSV 

感染果実 は 果皮 内 部 に 黄褐色嬢死 塊が見 ら れ， 果 肉 が ス

ポ ン ジ状で水浸症状 を 呈す る も の が多 く 見 ら れた 。 果皮

に病徴が見 ら れ な い M NSV 感染個体 は， 果 肉 が ス ポ ン

ジ状 と な り水浸症状 を 呈す る 個体が多 かっ た 。

一方， CMV あ る い は WMV 2 の 単独感染個体 で は 果

肉 が水浸状 と な る だ け で あ っ た 。 ま た ， 重複感染個体で

は空洞お よ び水浸状症状が明瞭 と な る 伺体が多 かっ た 。

果皮 の黄褐色壊死 塊を伴わ な い 症状 の 的確な診断 に は，

ウイ ル ス 抗血清 を 用 い た 検定 に よ っ て ウイ ル ス の種類 を


